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第 231回 江東区の勢至丸像と渋谷区の森山武市郎像と河野カタ像 

        筆者：林 久治（記載：2023 年 4月 12 日） 

（１）前書き 

私（筆者の林）は Random Walks （乱歩）という題名で偏屈老人（林久治）の気侭
な紀行文のサイトを始めている。私の紀行文では、通常の紀行文にはない、斜め目
線からのご紹介を書くことに拘りたいと思います。通常の紀行文に関しては、既に
優れたサイトが沢山ありますので、それらをも引用しつつ、ユニークなご紹介 

を記載することに心掛ける所存です。 

一方、私は日本の銅像探偵団（１）のサイト/）の銅像探索に参加している。私は
珍しい銅像を探して、探偵団の団長さんに「ギャフン！」と仰っていただけること
を目標としている。ここで「珍しい」とは、「➀見つけ難い場所に隠れている有名
人の銅像。②市井で頑張って人生を過ごしたが、有名人ではない人物の銅像」と言
う意味である。私は自宅が東京にあり、孫達が大阪にいるので、主として東京近郊
と近畿地方で銅像探索を行っている。最近、私はネット記事を丹念に調査し、その
ような「スクープ銅像」の候補を多数見つけている。 

武漢肺炎による自粛生活で家に籠っていると、運動不足で体重が増加するし、精

神的にも圧迫を感じる。私の銅像探索は不要不急の活動ではなく、私の生存に必要

不可欠である。昨年の 7月は、第 7波と猛暑のため、私は銅像探索をしばらく自粛

していた。しかし、大阪在住の３人の孫達は夏休み前に感染したが軽症であった。

そこで、私は９月初旬に大阪に行き、近畿の銅像を探索した。東京に帰ってから

も、運動を兼ねて銅像探索を続けている。私の銅像探索記の全ては、２）のサイト

/fから閲覧出来ます。 

私は 3月 21日から 31日まで、大阪に滞在し孫達の世話をした。その間に、銅像

探索も少しは出来た。227回の記事/fでは、その中から大阪市の弘世像の探索記を

記載した。228回の記事/fでは、茨木市の奥田光像の探索記を記載した。229回の

記事/fでは、京都市の田辺朔郎像の探索記を記載した。前回の記事/fでは、大阪市

中央区の林市蔵像の探索記を記載した。 

私は 3月 10日に江東区で銅像探索をし、東陽町の安田善次郎像の探索記を 226回

の記事/fに記載した。当日、私は江東区の霊巌寺で勢至丸さま像も探索したが、紙

面の都合で探索記をこの記事に書くことが出来なかった。本像は１）のサイト/には

収録されていないので、本稿で本像の探索記を記載する。私は、東京に帰ってから

も銅像探索を再開し、4月 8日には渋谷区の森山武市郎像と河野カタ像を探索し

た。これら両像は１）のサイト/に収録されているが、基本情報が記載されていない

ので、今回探索した次第である。 

本稿は、これら３像の探索記である。なお、本稿では私の意見などを青文字で、

資料の内容などを緑文字で記載する。 

  

（２）江東区の霊巌寺で勢至丸さま像 

 仏教関係の偉人像では、弘法大師と日蓮上人の銅像が極めて多い。そこで、私

は、特別な歴史的逸話がない限り、両像を探索しないこととしている。私は公平を

期すために、最澄、法然、親鸞、及び蓮如の銅像も、同様な基準を設けている。勢
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至丸は法然の幼名であるが、１）のサイト/は、勢至丸像を収録対象としている（例

えば、増上寺の勢至丸像）。そこで、私も勢至丸像を探索対象に加えている。 

 私は、３）のサイト/lで勢至丸像が江東区の霊巌寺（江東区白河 1-3-3）にある

ことを知った。本像は１）のサイト/には収録されていないので、私は 3月 10日に

本像を探索した次第である。霊巌寺の周辺地図を図１上に示す。本図が示すよう

に、本寺は都営大江戸線と半蔵門線の清澄白河駅から近い。 

 

 

図１．上：霊巌寺の周辺地図、①：勢至丸さま像。下：霊巌寺の正門。 

霊巌寺 

① 
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 図１下に、霊巌寺の山門を示す。ウィキペディアには、本寺の略歴が次のように

書かれている。 

霊巌寺（れいがんじ）は浄土宗の寺院。山号は道本山。寛永元年（1624 年）、雄誉霊巌上

人の開山により、日本橋付近の芦原を埋め立てた霊巌島（現在の東京都中央区新川）に創

建された。法然（1133 - 1212）は、平安時代末期から鎌倉時代初期の日本の僧である。は

じめ山門（比叡山）で天台宗の教学を学び、承安 5年（1175年）、専ら阿弥陀仏の誓いを

信じ「南無阿弥陀仏」と念仏を唱えれば、死後は平等に往生できるという専修念仏の教え

を説き、のちに浄土宗の開祖と仰がれた。法然は房号で、諱は源空、幼名を勢至丸、通称

は黒谷上人、吉水上人とも。 

 

  

図２．勢至丸さま像 
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 図２に勢至丸さま像とその周辺を示す。設置場所は霊巌寺の幼稚園前（図１上の

①地点）であった。本像台座正面の石板には、次のように書かれていた。 

法然上人御生誕八百五十年慶讃記念 

勢至丸さま 法然上人御幼名 

 台座側面には、２枚の石板が埋め込まれていた。しかし、それらの表面からの反

射光のために、写真撮影は出来なかった。それらには、次のように書かれていた。 

れいがん寺幼稚園 創立 25周年記念 

昭和 58 年 3月 当山第四十三世 念譽真成代 

 れいがん寺幼稚園の HP（４）のサイト/）には、次の記載がある。 

れいがん寺幼稚園は昭和 32年 5月、永年教育に携わってきた伊藤智源霊巌寺住職によって

開設されました。霊巌寺には明治の初期より「子育て呑龍上人こそだてどんりゅうしょう

にん」が安置され、地域の人々により信仰を集めてまいりました。 

上記の資料より、本像建立の昭和 58年（1983年）は、法然誕生（1133年）の

850年後であり、幼稚園開（1957年）の 26年目であることが分かる。本像の周辺に

は、以上の他に掲示はなく、本像の制作者は不明である。以上の資料などにより、

勢至丸さま像の概要は次の通りである。 

勢至丸さま座像 

設置場所：東京都江東区白河 1-3-3 霊巌寺の幼稚園前 

製作者：不明 

建立時期：1983年 3月 

設置経緯：勢至丸は法然（1133 - 1212）の幼名である。本像は、法然誕生の 850年と、れ

いがん寺幼稚園の創立 25周年を記念して建立された。 

 

（３）渋谷区の森山武市郎像 

 １）のサイト/の渋谷区欄には、森山武市郎像と河野かた像が掲載されているが、

両像の基本情報は記載されていない。そこで、私は 4月 8日に両像を探索した。次

ページの図３上左に、森山像を設置している更正保護会館（渋谷区千駄ヶ谷 5-10-

9）の周辺地図を示す。本図が示すように、本館は副都心線の北参道駅か代々木駅か

ら徒歩で約 10分である。当日、私が自宅最寄りの大泉学園駅に行くと、副都心線経

由横浜元町行が来たので、北参道駅まで乗車した。 

 図３下には、更正保護会館の玄関を示す。玄関前の植込みの中に１基の胸像があ

った。図３上右には、本像台座正面の題字を示す、それには「森山武市郎先生」と

書かれていた。５）のサイト/lには、日本の更生保護制度について、次のように解

説がある。 

我が国の更生保護は、明治 21年、金原明善、川村矯一朗らによって設立された「静岡県出

罪人しの再犯を防ぐことを目的として、宿泊保護施設（今日の更生保護施設の源流）を設

けるとともに、県下に 1,700人を超える保護委員（今日の保護司の源流）を配置し、刑務

所出所者の保護に当たりました。その後、同様の団体が増加し、大正初期には 100を超え

る団体がありましたが、これらの団体を統括する中心となる組織がありませんでした。大

正 3年、三井八郎次郎男爵が免囚保護事業改善等のために私財 75万円を寄付され、全国の

民間団体の中心組織として「財団法人輔成会」が設立されました。これが日本更生保護協

http://４）のサイトwww.navita.co.jp/s/11098008/
https://douzou.guidebook.jp/
https://www.kouseihogo-net.jp/hogokyoukai/enkaku.html
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会の前身です。会長には司法次官鈴木喜三郎が就任し、全国の免囚保護事業の指導、連絡

に当たりました。 

  

 

図３．上左：更正保護会館の周辺地図、上右：胸像の題字、下：更正保護会館の玄

関前に設置された胸像。 
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 図４左に森山武市郎先生像を、図４右に本像背面のサインを示す。私は、このサ

インを解読することが出来なかった。本像の前には顕彰碑があった。その写真を次

ページの図５に示す。この文面は、森本像の概要欄に記載する。 

 森山博士の略歴は、ウィキペディアや６）のサイト/に記載されている。以上の資

料などにより、森山像の概要は次の通りである。 

森山武市郎先生胸像 

設置場所：東京都渋谷区千駄ヶ谷 5-10-9 更正保護会館玄関前 

製作者：本像背面にサインがあるが、解読不能 

建立時期：1962年 5月 

設置経緯：森山 武市郎（もりやま たけいちろう、1891 - 1948）博士は、日本の検察官。

1912年、明治大学法学部卒業。独仏で民法、商法、労働法を研究した後、明治大学政経学

部教授に就任。また、検察官としては、東京控訴院検事、宮城控訴院検事局検事長などを

歴任。1935年から 1943 年の間は、司法省に赴任し、保護課長及び保護局長などを務めた。

在任中、少年司法や成人一般の司法保護、思想犯の保護観察などに携わり、司法保護制度

図４． 

左：森山武市郎先生像 

右：本像背面のサイン。 

http://６）のサイトwww.hmv.co.jp/artist_%E6%A3%AE%E5%B1%B1%E6%AD%A6%E5%B8%82%E9%83%8E_200000001125422/biography/
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の整備、拡充に尽力した。司法保護事業法や思想犯保護観察法の成立に尽力し、「保護観

察所」や「保護司」の制度を整備 1948年、57歳で逝去。 

本像前の顕彰碑には、以下の記載がある。 

法学博士森山武市郎先生は昭和十年四月から八年七ケ月の間司法省に保護課長及び保護局

長として在任し高邁な識見と非凡な才幹太尽の情熱を傾けて更生保護事業の画期的な拡充

強化を実現された昭和二十三年満五十七歳で逝去されたがその遺徳は全国の斯業関係者の

追慕してやまないところである  昭和三十七年五月 森山先生遺徳顕彰の会 

 

図５．森山像の前に設置された顕彰碑 

 

 なお、森山博士には著書が多いが、その中で下記の本は「戦前日本の司法保護の

法的基盤を整え、戦後に築かれた現在の更生保護制度につなげた森山武市郎の集大

成ともいうべき名著」と呼ばれている（7）のサイト）。 

司法保護事業概説 (日本の司法福祉の源流をたずねて) 

著者：森山武市郎、出版社 : 慧文社、発売日  : 2017/2/21。 
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（４）渋谷区の河野カタ像 

 私は森山像の探索後、副都心線の北参道駅から次の明治神宮前駅まで行って、穏

田神社（渋谷区神宮前 5-26-6）の河野かた像を探索した。 

 

 

図６．上：穏田神社の周辺地図、①：穏田神社の鳥居。本図は、８）のサイト/より

借用。下：穏田神社の鳥居。 

明治通り 

① 

http://８）のサイトwww.mapion.co.jp/phonebook/M06005/13113/ILSP0061140965_ipclm/
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穏田神社（以後、本社と書く）の周辺地図を図６上に示す。本図に示すように、

本社は有名な「キャットストリート」（正式名称：旧渋谷川遊歩道路）に面してい

る。しかし、本ストリートから本社に行く直接の出入口はない。最も分かりやすい

道順（図６の赤い矢印）は次の通りである。 

渋谷中・高→トランクホテル→穏田神社の鳥居（図６の①） 

また、「RVCA SHIBUYA ビル」の角にある細道（図６の青い矢印）からも、穏田神社

に入ることが出来る。 

 

 

図７． 

上：河野カタ女史

像 

下：台座背面の銘

盤。 
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 ウィキペディアによれば、本社の略歴は次の通りである。 

穏田神社（おんでんじんじゃ）は、旧穏田村の産土神である。もともとは日蓮宗の寺で、

第六天社と呼ばれていたものが明治維新で廃寺となり、穏田神社と改められた。1885年 5

月 6日、同じ穏田村に鎮座していた熊野神社を合祀。現在は「縁結び」をはじめ「技術や

芸の上達」「美容」のご利益があるとされる。 

 本社本殿の前に稲荷社があり、その境内に１基の胸像が設置されていた。その写

真を図７上に示す。本像台座正面には「河野カタ女史像」との題字があった。台座

背面には銘盤があった。その写真を図７下に示す。銘盤の内容は、河野像の概要欄

に示す。 

 本像の周辺には、上記以外の資料は無かった。従って、本像の制作者は不明であ

る。また、河野女史の経歴に関するネット記事も無かった。従って、彼女の生年や

没年は不明である。以上の資料などにより、河野像の概要は次の通りである。 

河野カタ女史胸像 

設置場所：東京都渋谷区神宮前 5-26-6 穏田神社の稲荷社境内 

製作者：不明 

設置時期：1965年 6月 

寄贈者：穏田神社氏子総代 

設置経緯：河野カタ女史の生年や没年は不明である。本像台座背面の銘盤には、次のよう

に書かれていた。 

河野カタ女史は漢方医薬の大家にて敬神の念厚く特に当穏田神社には日参数年その間戦災

に依る境内の荒廃に心寄せられ拝殿、神楽殿、稲荷社、渡橋等ご奉納の篤志に対し氏子総

代相はかり胸像を建立永遠に女史の志を彰するものである 

昭和四十年六月吉日 穏田神社氏子総代 

題字は明治神宮宮司甘露寺受長氏書 
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